
「やさしい心」「 人を導く温かい心」を込めて過ごす ３学期
本年もよろしくお願いいたします

３学期が始まりました。
１月６日（月）始業式後、小学部３年生書写
の授業で書初めをしました。音楽室の畳の上
で、下田莞菜さんは画仙紙と向き合い心を込
めて「友だち」としっかり書きました。１年
の始まりに、日本の伝統文化である書初めを
することは清々しい気持ちになります。
「叶」。今年、私が抱く願いを込めた漢字

です。一時帰国中、立ち寄った神社に揮毫さ
れた漢字に惹かれました。「願いが叶（かな）
う」良い１年となるよう、学校の総力を挙げ、
発展的な魅力ある授業、主体性を育む体験的
活動、良好な人間関係の醸成に向けて、リオ
日学の教育を充実させてまいります。
皆さま、本年もよろしくお願いします。

＜始業式に誓うこと＞
始業式で児童生徒を代表して小学部６年の

中野成寛さんが３学期の抱負を作文し、下田
奏凜さんが代読してくれました。
「新しい年を迎えました。みなさんは何か

今年がんばりたいことはありますか。ぼくが
３学期がんばりたいことは３つあります。一
つ目は水泳教室です。特に平泳ぎをがんばり
たいです。理由はずっとどうしたら上に上が
るのか分からなかったからです。二つ目は漢
検です。特に書き順の問題をがんばりたいで
す。理由はいつもなんとなくで書いているか
らです。三つ目は卒業式です。卒業式は生き
ていく中で、ひとつの節目だからです。小学
校の終わりをしっかりしめくくり、立派な中
学生になりたいです。今のメンバーでリオ日
学を過ごすのも、あと２カ月半になります。
残りの時間でたくさん楽しい思い出を作りま
しょう。みなさん、ことしもよろしくお願い
します。」
これから始まる３学期は

水泳教室、宿泊教室、お別
れ遠足・卒業式と、大切な
儀式や体験的な行事も多い
中で、時間はあっという間
に過ぎていきます。
「やさしい心・人を導く

温かい心」を持ち、仲良く
過ごしましょう。新たに進
級・進学する時に向けて、
大きく成長しましょう。

＜始業式 校長講話より＞
皆さん明けましておめでとうございます。良い夏休

みを過ごすことができましたか？
１２月、私は１年８カ月ぶりに日本へ一時帰国しま

した。日本を出発する前の１月２日、我が家の庭から
「ろう梅」のつぼみを持ってきました。ろうそくのロ
ウのような黄色い花びらと優しい香りからこの名前が
つきました。もう間もなく花が開き、春の香りに包ま
れ、幸せな気持ちにさせてくれます。
「ろう梅」の花言葉は、「やさしい心」「みちびく」

です。「やさしい心」は、花の少ない冬、ひっそり黄
色い花を咲かせることに由来し、「みちびく」は、春
の花の中で先だって咲くことから由来しています。
皆さんの生活に例えてみます。まず「やさしい心」

について、昨年よりこれまで、行事を終えるたびに、
まわりの友だち・上級生・先生・たくさんのブラジル
人の支えによって過ごせました。その「やさしい心」
にしっかり気づき、感謝し、今度は自分が支える側に
なれるように、リオ日学の仲間たちと心温まる時間を
過ごしてください。
次に「みちびく」です。言われずとも、人のために

率先して行動したことはありますか？指示されること
を待ち、与えられることに満足して、だれかの存在に
気づかず、一人で頑張った気になっていることはあり
ませんか？１０人のリオ日学の仲間たちが気持ちよく
過ごせるために、「みちびく」温かい心が集まると、
心の支えを求める仲間を助けることができます。日本
の冬のような寒い環境にあっても、花はじっと使命を
果たす時を待っているのです。私たちも「ろう梅」と
同じ実践ができるとよいですね。
一時帰国中、私は３０年前に勤めたサウジアラビア

王国・ジェッダ日本人学校時代の学級通信を見つけま
した。小学６年生を担任した時、３学期の最初に書い
た学級通信の文章を読み上げます。
「小学校最後の時がきた。一生に一度の瞬間だと思

うと、心を新たに過ごしたいものだ。３月９日の卒業
式まであと２か月足らず。帰国や次の国へ旅立つ者、
ジェッダで中学校生活を迎える者、いずれも『旅立ち
の時』はもうすぐ。友情を深め、一人の個人として人
間を磨き、勉学に、遊びに励み、残りの日々を充実さ
せよう。中学生として新しい環境に飛び込むために、
エネルギーをたくさん使う。その時に備えて身体を鍛
えよう。」
次に、児童代表の言葉を書いた猪田君の文章です。
「６年生の３学期。小学校生活の最後の学期。僕は

いつもあこがれていた。だって、もう少しで中学生だ
から。中学生は、小学生みたいにでれでれしてはいけ
ない。ビシッとしている。いつもそう思っていた。し
かし、それは去年までのこと。実際にぼくが６年生の
３学期まできてしまった。これからは、小学校生活の
最後で、一番良い学期にしたい。そして、卒業式で『自
分は良くやった。』と思えるようにしたい。これから
は、でれでれしてはいけない。ビシッとしている中学
生になれる自分にしたい。そのためにも、この３学期
に学校生活をあらためたい。『先生方に敬語を使う。』
これがぼくのできないことの大半をしめている。だか
ら、これからは先生方に敬語を使いたい。」
「一年の計は元旦にあり」と言います。皆さんはお

正月に何か考えましたか？節目となる６年生もそうで
すが、新年を始めるにあたり、何か目標を定めてくだ
さい。リオ日学の仲間と一緒に、「ろう梅」の精神か
ら、「元気が出た・やる気になった・今度は私がだれ
かを元気にしたい」と感じる体験を積み重ね、一緒に
響き合える行動を、今日から再び起こしましょう。
さぁ、新しい１年の第一歩を踏み出しましょう。
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学校教育目標
「やさるく

かしこく
たくましく」

～世界の架け橋となる子ども
たちの育成を願って～



〇 新しい年も、学びがいっぱい！ 〇 体験入学、みんな仲良し！
① リオタイム（総合的な学習の時間）

「アマゾンについて学ぼ
う」をテーマに、ブラジル
を詳しく学ぶ学習が始まり
ました。白砂先生のガイダ
ンスに、ご家族と旅行され
た時のアマゾン川・ピンク
イルカ・ピラニア・ジャン
グルなどの話に引き込ま
れ、子どもたちの関心は高 １月１３日（月）～１７日（金）、体験入学

まります。２月１０日（月）には、ブラジリアで を実施します。小学部５年生（鳥飼達海さん・
アマゾンについて研究されている小此木宏明様を 大杉あさひさん）２名が参加してくれます。
ゲストティーチャーにお迎えして、アマゾンの現 １月１３日（月）、歓迎会では、下田奏凜さ
状やアマゾンの持つ役割などをお話ししていただ んが「リオ日学はみな温かく、先生のマンツー
きます。楽しみですね。 マン授業もわかりやすいです。日学でしかでき

ないことを体験してください」と話してくれ、
② 発展的な理科学習 仲間たちの緊張の面持ちが和らぎました。これ

小学部６年生の理科で、 から５日間、授業や休み時間、学校昼食会など
透明半球を使って、太陽の を体験し、リオ日学の仲間たちと楽しく過ごし
１日の動きを調べました。 ましょう。
１時間ごとに印をつける中
で、正午の記録をするとき 〇 水泳指導が始まった！
に大発見です。南中がほぼ １月７日（火）、フルミネンセクルービーの
頭の真上にあって、自分た プールを借りて、水泳指導が始まりました。
ちの影が消える現象に気が 今年度は全６回（1/21、1/23、1/28、1/30、
付きました。夏至の頃、ア 1/31）です。
マゾンなどの赤道直下が顕 ＊1/28に参観日を予定しております。
著なのでしょうが、この時 ＊1/9の雨天中止分を1/31に変更実施します。
期のリオでも十分観察する 子どもたちは、自分の目標を定め、達成する
ことができます。自然の不 ために熱心に泳いでいます。課題を乗り越えて、
思議を味わうことができま 自分の記録が生まれた時に、必ず大きな自信と
した。 なります。今年の水泳授業も楽しみです。

③ がんばれ、受験生！
大野瑛人さん・彗人さ

んが高校受験に向けて一時
帰国中です。彼らの受験勉
強と学習のリズム作りを兼
ねて、日本時間の２３時を
目途にオンライン授業を実
施しています。５科を中心
に、事前に渡した課題を一 ＊お知らせ
緒に学習したり、過去問題 １月２１日（火）、「PEACE BOAT２０２５」
を解いたり、工夫がいっぱ の乗船客が日系協会を訪問し、本校の体育館で昼
いです。いよいよ本番が近 食を摂るそうです。本来、学校昼食会の日ですが、
づき、画面上の２人の表情 栗原会長のお取り計らいで、一緒に昼食を食べさ
にも緊張感が漂います。 せていただくことになりました。また、この日に
がんばれ！朗報を待って あるはずだった学校昼食会をセイアさんにお願い

います。 して１月２２日（水）に準備していただきます。
この週のお弁当は１月２４日（金）のみとなり

ますので、ご注意ください。
④ 季節を感じること

５年生教室前に、季節 ＜ろう梅に祈りを込めて＞
の掲示板があります。旧暦 元日、ろう梅の甘い香りをかぐと、また次の時代が始

月の異名や二十四節季・花 まる期待と不安を感じたものでした。今年は寒かったせ

の写真など、日本の季節感 いか、固いつぼみのままで、愛でることはできません。

が伝わります。 これまで、正月に安全点検で勤務校
一時帰国中、干支の巳が へ行くと、桜の枝を１０本ほど切って、

描かれた絵馬の前で撮った 校長室の日当たりの良い窓辺に活けま

写真を見ながら、さくらさ した。３週間くらいで開花し、受験に

んは「校長先生が着物を着 出かける直前の教室に飾り、子どもた
ていたら良かったのに」と ちへエールを送ったものでした。

言いました。素晴らしい感 リオに帰任する１月２日、ろう梅のつぼみを見ていた

性と日本人としての文化を ら、このことを思い出し、桜ではありませんが、リオで

尊重する心に感動しまし 咲かせたくなりました。トランクに忍ばせ、つぼみが落

た。 ちたらそれまでと思ってみたら・・・。


